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読解力 ・文章表現力
向上のための語彙教育
一 外国学生用 目本語教科書 『分野別用語集■
を使 った授業の試み一
??????
1、 ぱ じ め に
1∫・稿 は・読解力や表現力向上の基礎 となる語彙力 の伸 長 を目的 として行
った 目本語授 業 の報告 である。
報告の対象 とな る授業 は,早 稲 田大学別科 日本語 専修課程 の1997年度
後期上級2ク ラス の 「語彙」 の授業 と,1998年度前期 文章表現VIAク
ラスの授業 である。 これ らの授 業ではテキス トとして 『外 国学生用 目本語
教科書分野別用語集』(1996年早稲 田大学 日本語研究教 育セ ンター編 。以
下 では 『用語集 』 と呼 ぶ こ とにす る)を使用 した。小稿 の 目的 は,こ の
『用語集よ をテキス トと して使用 した授業 を検証 し今後 の授業 改善 に役立
てることであ る。 さ らに,『用語集 』 をより使 いや すい語彙学習 のテ キス
トとす るための改善点 の洗 い出 しに役立 て よ うとす るもので ある。なお,
この 『分野別 用語集 』 の語彙 につ いては,野 村雅 昭 ・山下喜代(1998)で
報告 を行 ってい る。
2,授 業 の内容 と方法
2,197年秋学期上2「 語彙」 クラス
時 間=
〔木)3阪 ・4限(90分x2)計11回(22コ マ)
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学習者=
16名(中国3,韓 国5,ド イツ2,ア メ リカ ・ス ウニー デン ・タイ ・ロ
シア ・イ タ リア ・オース トラリァ各1)
目 的:
読解力 と表現 力 を向上 させ るために語 彙力 を増進 させ るこ と,授 業 で
は,で きるだけ四技能 の練習 をすべ て取 り入れ るよ うにす る。
教材 と学習分野 二
『分 野別用語集 』 と 『英語 で話 す 日本Q&A`[)の 日本語 文 を教材 に,
「用語 集』 の 「行事,職 業 ・仕事,生 産 ・産 業,経 済,政 治,法 律,心
理 ・感情』 の7分 野 を学習 。
授業 内容:
授 業は予習 を前提 として進 めた、学習者 は,そ の週 の学習分野 に予 め 目
を通 し,分 か らない語句 はできるだけ調べ てお くこ ととした。通常授 業 は
以下の よ うな流 れで行 った。
① そ の分 野 に関す る トーク。
例 えぱ 「行事」 であれば,目 本 の行事や休 目についてどの くらい知 って
いるかを尋ね,見 た り聞いた りした経 験 を自由に話 して もらう。 この トー
クによって学習者 のその分野 にづいての語彙力 をあ る適 度知 るこ とができ
る。
②.『用語集』 の語句 にっ いての解説 。
『用語集』 の語彙 につい て,予 習 で分 か らなかった ことを質問 して もら
い,教 師 がそれ を説明す る。学習者の半数 以上 は予習 をして くるが,中 に
は全 くして こない者 もい る。予習 をして こない学習者は,分 か らない語句
が多す ぎて予習 をす る気 になれ塗い場 合 と,ほ とん どの語 句がすでに理解
語彙 にな ってい る場合が あるようである。予習 をしていない と,分 か らな
い語句 があ りす ぎて質問が出来ないとい うこともあるが,た いていは次々
1)『英 語 で話 す 目本Q&A`(1996)講談 社 イ ン ター ナ シ ョナ ル
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と質問が出 され,そ の解説 に多 くの時間が割 かれ ることになる。従 って教
師の発話時間が長 くな り,学 習者 は聞 き役 に回 って しま うとい う状況 に陥
りやすい。適当に教 師の方 か らも学習者 に問い掛 け,理 解度 を確 かめ ると
ともに,学 習者 の発話 の機会 を増やす よ うに した。学習者 に しっか り予習
してきて もらい・ この説 明の時間 をで きるだけ少 な くしたい とい うのが教
える側 の期待 す る とこ ろで あったの だが,授 業時間 の3割 は この説明 に
費や された。質 問の多 くは,慣 用 句や ことわ ざの意味や類義語 の使 い分 け
についてであった。これ らは,学 習者 が各種 の辞書 を使 い分 けて予習す る
のが時問的に も日本語 の能力 か ら考 えて も困難 な内容 と言 えるか もしれ な
い。後 に述 べる授業終了時 のアンケー ト調査 の回答 で,こ の説 明が勉強 に
なった とい う者 が比較的多 かった のは,救 いだった。
③ 平易 な文章 の読み 。
その分野 に関す る短 い平 易 な文 章 を読 む。教 材 はr英 語 で話 す 日本
Q&A』(講 談社 イ ンターナシ ョナル〉の 日本語 文 を利 用 した。 内容 は,
分野ご とに 日本 に関 して出 された質問 に答 える とい うス タイルで書 かれ て
いる。文 章の読 み を取 り入れ た のは,文 章 の中で語彙 の定着 を図 ると共
に,目 本事情 の理解 を深 めることも意図 したか らで ある。使用 した文章 の
例 を挙 げる と以下 の通 りである
Q=日 本人 はいつ か ら洋服 を着 るようにな りましたかP「 衣服」
Q:日 本 では どんな結婚式 が一般的 ですか～ 「行事」
Q=日 本 では転職 す る人 は多 いです か～ 「職業 ・仕事J
Q:日 本 の農業 は,戦 後,ど のよ うに変 わ って きたの です か～ 「生
産 ・産業 」
Q;日 本 経済 が強 か った理 由は何 ですか～ 「経済」
Q:首 相 は どのよ うに して選ばれ るのですか～ 「政 治」
Q:目 本 の警 察 にもFB互 の よ うな組織 はあ りますか2「 法律」
④ ペ アでイ ンタビューに よる 口頭表現の練習 。
学習分野 に関係 す るテーマ を与 え,ペ アでイ ンタ ピューを行 いお互 いに
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情報 を集 め,そ れ を記録 する とい う課題 を出 した。イ ンタビューではで き
るだけ 『用語集』で習 った語句 を使用す るよ うに指 示 したが,個 別 の質 問
事項 は示 さず,学 習者 の興 味に従 って自由な話 し合 いをさせた。ペアは違
う国の学生 同士 の組み合 わせ1こした,イ ンタビュー のテーマ を例 に挙 げ る
と次の通 りである。
Q=あ なたの国 の冠婚葬祭 につ いて教 えて ください。「行事」
Q:あ なたは今 までに どん な仕事 を したこ とがあ ります か。「仕事」
Q:あ なたの国の産業 について教 えて ください。「産業」
Q:あ なたの国の 「政治体制/議 会制 度/公 務 員制度/選 挙制度」 につ
いて教 えて ください。(政治)
また,「心理 ・感情」 を扱 った授 業 では,ペ ァ練 習で はな く,グ ルー プ
ワー ク を行 った。4人 ず つの グルー プに分 かれ,「喜怒哀楽 」 ア ンヶ一 ト
を してその結果 を発表 した。これは,グ ループの各人 が,目 本 で生活 して
どんなときに喜怒哀楽 を感 じたか,そ の経験 を答 え,そ の結果 か らそのグ
ルー プを特徴付 けるグル ープ名 を 「○○派」 と名 づける とい う内容 であっ
た。「気持 ち大切派」「人間関係派」「お金 大好 き派」 な どのグルー プ名 が
目付 け られ た。
⑤ 文章表現の練習 。
インタビューで集 めた情報 のメモ を参考に,そ の内容 を正 しい文章 に し
て提 出 した。時間がない時は宿題 にした。提 出後 ・教 師が添 削 して返却 し
た。
⑥ 復習 テス ト。
分 野の学習が終わ る と語彙 の定着 を計 るため毎 回復 習 テス トを行 った 。
内容 は,語 句 の読み と連語 や慣用句 に関す るもので,漢 字 での表記 は出題
しなかった。『用語集』 は漢語 の比率 が高 く2),非漢字 圏の学習者 に とって
は,読 み と意味 を覚 えるだ けでもかな りの負担 にな るので,漢 宇 で書 け る
2)野 村 ・山 下(1998)によ る と,F用 語 集 』 の見 出 し語6,511語の 内,3,632語
(55・8%)が灘 吾で あ る。
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ようにな るこ とは 目標 としなか った 。6回 の復習 テ ス ト(最後 の 「心理 ・
感情」 はテ ス トをしなか った)の平均 点 は,100点 満点 で最高 が97点,
最低が46点,ク ラス全体 では71点 であった,
評 価:
評価 は,復 習テス ト・期末テ ス ト ・課題 の提 出 ・出席 ・授業態度 を総合
して行 った。期末 テス トの結果 は,受 験者12名,1GG満 点で最高95点,
最低 斗5点,平 均 は76点 であった。
2.298年 春学期 文章表現VIAク ラス
時 聞:目
(木)3限(90分)計11回(11コ マ)
学習者;
16名(アメ リカ4,韓 国2,ド イ ッ3,タ イ2,イ ン ドネ シア ・オー ス
トラ リア ・スウニーデ ン ・カナダ ・ロシア各1)
目 的:
文章表現力 向上 のために語彙 力 を増進 す るこ と。
教材 と学習分野:
『分 野別 用語集 』 の 「食事,衣 服,住 居,人 物,趣 味,生 理」 の6分
野 。
授業内容;
授業 の進 め方は基本的 には,前 年度 と同 じで あったが,時 間数 が半分 に
なったため,文 章 の読みの練習 をほ とん ど行 えなかった。 この点 には,後
で述べ る授 業終了 時の授 業 について のア ンケ ー ト調査 で不満 の声 が あっ
ね。また,文 章表現 の授業 とい うこ とで,時 問 の配分では β頭表現 の練習
時 間を少 な くした り省略 して,語 句の意味 ・用法 の解説 と習 った語句 を使
っての短文作Pや 作文 な どの文章表現 の練習 をす るよ うに した。作文 のテ
ーマは以下 の通 りで ある。
・私 の国 の食 べ物 につ いて一 日本の食 べ物 と比較 して 「食事」
・私 の国 の往宅 と日本 の住宅 を比べて 「往居 」
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・一人 の個性的 な友人 につ いて 「人物」
評 価:
評価 の対象 は97年 度 と同 じ.4回 の復習 テス ト(初回の 「食事」 はテス
トな し。「衣服」 と 「住居」 は,ま とめてひ とっのテス トにな ってい る)の
平均点 は,100点満 点 で,最 高 が94点,最 低 が 覗 点,ク ラス全体 の平
均 点 は76点 であ った。期末 テス トの結 果 は,受 験者15名 で,最 高89
点,最 低36点,ク ラス平均 が70点 で あった。 この結果 は97年 度 とそれ
程大 きな違 いはなか った。
3,指 導の反省一 授業終 了時のア ンケー ト調 査を中心 に して
3.1ア ンヶ一 卜調査 の結果
97年度秋学期,98年 度春 学期 ともに,授 業 終了時に授業及 び テキス ト
r分野別用語集』 について,学 習者 を対象 にアンケー ト調査 をした。
97年度 は自由記述 の形式 で,ま た,98年 度はア ンケー ト用紙 を用 いて
行 った。
・〈97年度の結果〉
97年度 のアンケー トでは,16名 中9名 から回答 が あった。 自由記述 に
よる回答 で寄せ られた意 見や感想 をま とめると以下 のよ うである。
(授業 について)
・いろいろな分野 の単語 を学ぴ なが らそれについて作文す るのは よか っ
た。単語 の実力 を上 げ るのに役立 った。
・予習 をしない こ とが多 くて,授 業 中 よく集 中できなか った。 しか し,
テス トを とお してい ろい ろ勉 強 になった。
・授業 は とても有 益 だった.特 に用語 の説明が理解 しやす かった。
・語彙 につ いて詳 しく説明 して くれた のでい ろい ろな語 彙 が覚 え られ
た。
・詳 しい説明 がよかった。
・単語の使 い方 の練習 をしたほ うが いい。
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・勉強 の速度 か速 くて,覚 え られ ない言葉 がた くさん あった。
・前 の週 に習 ったことの試験 があったのはよかった。
・毎週 テス トをす るのはいい。
・毎週す るテス トのための勉強 が大変 だった。
・毎 回のテス トで とてもプレッシャーを感 じた。
・テス トをもうち ょっ と簡単 にすれば いい。
・宿題 の量 が多す ぎた。
・宿題 がほ とん どなかったので家 で勉強 しないで過ご して しまった。
(テキス トにつ いて)
・日常生活 であま り使 わない言葉 が多 い。 もっ と生活 の中で よく使 われ
る言葉 を加 えたほ うがいい。
・語彙 の分類 によって編纂 されてお り,い い教科書 だと言 える。難 しい
言葉 の下に例文 をつければ も'っと分 か りや す くなる。
・教科書 は大体 良い教科書だ と思 うが,言 葉 が多 くて全部覚 えることが
で きない。同 じ意昧 の言葉 がた くさん出ていて,ど れが一番大切 でよ.
く使 われるか知 りたかった。よ く使 われ る言葉 はボール ド体 で書 いて
あれば良かった。
・似 てい る言葉 の使 い方 について説 明が書 いてあった らよかった。
・同時 にた くさんの言葉 を覚 えな けれ ばな らないので とて も大 変だ っ
た。
・テキス トは非常 につま らない。 もっ と創造 的なテキス トで勉強 したい
と思 った。単語 がた くさん あ りす ぎて,楽 しく勉強す るのは ちょっと
無理 だ と思 った。
・テ キス トにあま 叫 こもた くさんの単語 が書 いてあって・ ちょっと飽 き
て しま うような ことがあった。
〈98年度 の結果〉
98年度 のア ンケー トは 「『分野別 用語集 』 を使 った授 業 についてのア ン
ケー ト」 と題 して行 った ものである。
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98年度 は16名 中9名 の回答が あった,こ の16名 の中で5名 は,97年
度 「上2語 彙ク ラス」 の履修 者 であ る.ア ンケー トは1.2.4の問 い が
「はい/い いえ」 で回答 す る項 目,3.5.6.7.8が自由に回答 を記述す る も
ので ある。それぞれ につ いて以下 に結果 や回答例 を示 す。
1.こ れ まで語彙 の学習 を中心 にした授業 を受 けた ことがあ ります か。
はい4/い いえ5
2.あ なたの語彙力 は増進 した と思 い ます か。
はい5/い いえ4
3.ど うしてそ う思 います か。
「はい」 の回答例
・諺の意味が分 かるよ うになった。
・テ レビのニ ュースを見 る時ずいぶん分か るようになった し,本 を読 む
時 に熟語 の読み方や意味 が分 かるよ うにな った。
・テス トによって覚 えていない語彙 がは っきりしてきた。
'・言葉の使い方 や 日本 の伝統的 な言葉な どが分 か るよ うになった。
「いいえ」 の回答例
・語彙 の数があま りに も多 かったので,か え って混乱 しやす くなった。
・言葉 のニ ュァ ンスを説明 して くれ たのは役 に立 ったが,実 際に使 える
機会が未だに少 ない。
・語彙がい っぱいすぎて,新 しい単語 も文脈 な しで書 いてあるので覚 え
に くく,覚 える気 もな くなってきた。
4・ このよ うな用語 集 を使 用 した授業 は,目 本語力 を高 めるために役立
っ と思い ますか。
.はレ・7/レ・マ、え2
5.ど うしてそ う思 います か・
「はい」 の回答例
・言葉 のニ ュァ ンスが分 かるよ うになるために便利 だ。
・目本語力 を高め るためには語彙九 特 に漢語 の知識 を高 めるこ とが必
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要 だか ら。
・そ の言葉 をテス トのためではな く,日 常で使 うことができれば役 立つ
と思 う。
・あま り日常会話 では使 わないので効果的ではないが,ま あまあだ と思
う。
・分野別 になってい るので量は多 いが,一 回 目を通 してお けば役 立 つ。
初級 の人は もち ろん,中 ・上級 の人 も基礎 固 めのつ もりできちん と勉
強 した方がいい。
・分野別 に集 めてあるので覚 えやすか った。
・ほ とんど同 じ意味の言葉 で使い方が違 うもの を知 るのに参考 になる・
「いい え」の回答例
・先生 か ら教 えて もらわなければ ならない単語が多す ぎる。
・毎週勉強 した単語 の数 がた くさん過 ぎるか ら,短 期 的には勉 強 になる
が,長 期的 にはその大部分 を忘れて しま うだ ろ う。
6・ 『分 野別用語集』 のテ キス トの内容 について,意 見 を書 いて くだ さ
い9
・とてもいい本 だ と思 うが,語 彙 が多す ぎる。
・意味 を理解す るための情報 も欲 しか った。
・内容 と してはいい と思 うが,ど うい うふ うに学生 に覚 えさせ るの か
は,先 生 にもっといい方法 を見っ けて もらいたい。
・話 し言葉 と書 き言葉 の区別 が分 かるとよか った。
・重要 な単語 にマーク をつけた り,慣 用句 に説明 を書 いた りした方 がい
いo
・基礎固 めをす るための本 としてとて もいい。
・い まの 『用語集』 はいい と思 うが,も っと レベルの高 いテキス トも作
れば いい。それには もっ と応用的 な慣 用句や決 ま9文 句 もいれ て欲 し
いo
・意 味を調べ るのに時間がかかるので英 訳で もあればいい。
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・日本 の伝 統的な語彙(例 えば 「たす き」 など)は諺以外 あま り役 に立 た
なレ、と,竪玉うD
・分野別 の分け方 はいい と思 うが,単 語が多す ぎる。
・分野 によって違 うが,あ まり使 われ てい ない言葉 も数多 く出 てい る。
7.テ キス トにはた くさんの分 野の語彙 が あ りますが,学 習 した分野 に
っ いてはど うで したか。意見 を書い て ください。
・これ まで勉強 していなかった食事や衣服 な どの基本的な語彙 を学習 し
た のは よかった。
・目次 を見る と他 の分野 を学習 した方が 目常的 に役 に立 ったので はない
か と、悪う目。
・学習 した分野 は全部 よかった。帰国後 もっ と復 習 したい。
・いっか全部覚 えたい と思 う。
・97年度 の秋学期 と98年度春 学期 に習 った もの を合 わせ る と,あ る程
度十分 だ と思 う。
・経済や政 治の よ うな分 野 の単語 は,新 聞 を読 む授 業 で覚 え られ る の
・で,こ の授業 の選択 は適切 起った と思 う。
・政治 な どの堅 い分 野 の言葉 は他 の読解 な どのク ラスで参考 になったか
もしれない。
8・ この授業 で良 かった点 とあま り良 くなかった点 につ いて自由に書い
て くだ さい。
(良か った点)
・自分 の 日本語力(書 くカ)を改めて気づ かせて もらったこ と。
・先生 の説明 が良か った。
・決 まり文句 の説 明 などが よかった。言外 の意 味を知 るこ とができた。
・毎週少 な くとも短 い文章 を書 くのは勉強 になった。
・テス トが勉強 にな った。
(良くなかった点〉
・新 しくて面 白いプ リン トをもっ と読み たかった。
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・期 末テス トの問題 が長 くて詳 しす ぎた。
・期 末テス トの ような問題(例 えば助詞 の使 い方 や短文作 りな ど)の小テ
ス トが あれば よか った。
・英語圏の人 には悪 いが,授 業 のス ピー ドが遅 い ような気 が した。
・大切 な単語 だけ選 ん で,他 の文 脈 での使 い方 な どの練 習 を したか っ
た。
・テス トが大変 だった。
・学習す る用語 があま りに も多 かったため,身 に付 け るこ とが難 しか っ
た。
・『分 野別用語集』 を使 った のは授 業の問題点 と思 われ る。
・習 った語彙 を使 って書 く練習 や・記事 な どの文章 での使 い方 が分 かる
練習 があれば よか った。
3.2指 導 の効果 と問題点一 アンケー ト調査 の結果 か ら見て
97年度 の 自由記述 に よるアンケー ト調査 の回答 の内容 は,大 き く分 け
て3点 に絞 る ことがで きる。第1が 「用語 の詳 しい説 明 がよかった」 と
いうこと,第2が 「分 野ご とにテス トが あったのが よか った」 とい うこ
と,第3が 「テキス トの語 彙 が多 す ぎるJと い うことで ある、ア ンケー
トの回答 か ら見る と,テ キス トに対 して強 い不満 を持 つ学習者 がいた こと
も確か であるが,授 業 は概 ね好評 だった と言 える。97年度 は2コ マ続 き
の授業 であったため,「語句 の意味 ・用法 の解説」 に加 え,学 習分野 に関
する 「フリー トーク」「文章 の読 み」「イ ンタ ビュー方式 による口頭表現練
習」「文章表現練習」 とい うよ うに,毎 回の授業 に4技 能 の練習 を取 り入
れ変化 の ある授業展 開 をす る こ とがで きた。 この ことが功 を奏 した と思
う。 また,学 習者 につ いては16人 中8人 が漢 字圏 の学 生 であ った こと
も,漢 語 の多 いr用 語集』 に対 す る拒 否反応 が少 な かった理 由 と思 われ
る。それで もやは り,収 録語数 が多 い と,ど れ を優先 して覚 えるべ きなの
かとい うことについての情報 が欠 けている場合,学 習者 の学習意欲 を削 ぐ
結果 になることは明 らかなよ うだ。テキス トにその情報 がない以上 は,教
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える側 が何 らかの基準 に従 って語彙 を選択 し,使 用語彙 と理解語彙 の区別
を?け,そ の情報 を教 える必要があるだろ う。
98年度 のア ンケー トか らい くうか の特徴 的 な結果 につい て述 べる こ と
にす る。98年度 のア ンケー トは,学 習者16名 中3名 が漢 字圏(カナダ か
らの留学 生は台湾 出身),13名が非漢字 圏の学生 であった。学習者 自身 の
評価 では,自 分 で語彙力 が増進 した と思 ってい る学生 は約半数 に とどまっ
てい る。増進 した と思 えない運 由 として は,語 彙 の数 が多す ぎて覚 え られ
なか った とい う挫折感 による ものが多い。実際 は,分 野 ご との復習テ ス ト
で平均 して76点 は とれ てい るに も関 わ らず,自 己評価 はなか なか厳 し
・い。ア用語 集ゴ を使用 した授業 について は,日 本語力 を高 め るの に役 立 つ
と,肯 定的 に捉 えてい る者 が9名 中7名 お り,テ キス トに対 しての期待
は高 い。『用 語集 』 の内容 について の意 見 は大 き く2点 にま とめ られ る。
す なわち 「語数 が多す ぎるので整理 して欲 しい」 「意味に関す る情報 が欲
しい」 とい うことで ある。
語数 が多す ぎる とい う点 であるが,野 村 ・山下(1998)による と,ア用語
集』 には慣用 句 も含 めて約8,500語が収 め られ ている。 この語数 は,こ
のテキス トが中級以上,特 に上級学習者 の利用 の便 を考慮 した用語集 で あ
る以上,格 別多 い とは言 えない。学習者 が語数 の多 さに閉口す るのは・指
導方 法 に問題 がある と思 われる。『用語集 』 を 自分 で予習 して くるこ とを
前提 に した授業 は,真 面 目で熱心 な学生 に過 重 な負担 を感 じさせ,か えっ
て意欲 を減退 させ るのかも しれない。教 師側 で覚 え るべ き語句 をある程度
選択 して提 示 し,そ れ らの語句につ いて意味や用法 を解説す る とい うや り
方 も検 討す る必要 があるか もしれ ない。 その場合,何 を基準 に して語 句 を
選定す るかが重 要になって くるだろ う。
授業 については,「語句 の説明」 「文章 表現練習」 「テス ト」 などが評価
され,一 方 で,問 題 点 として挙げ られ てい るのが,r読 解」やr文 章表現
練習」 が不十分 だった こ とである。 これ は,ひ とっ には98年 度 が文章表
現 の授業 であったため,文 章 の読 みにあま り時間 を割 かなかづた ことによ
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る・ また・時間数 が97年 度 に比べ少 なか ったため に,学 習 した語句 を使
って短文作 りの練習 をす るなど,定 着 のための訓練 がほとん どできなかっ
たことも不満 を残 す こ とになった原因 であろ う。,さらに97年 度 と同様 に
『用語集』 をテキス トと して使用 したのは授業 の問題 だ とす る意見 もあっ
た。『用語集』 を教 室活動 にお けるメインテキス トとして使用す るこ との
適否は改 めて考 えてみ る必 要が あるだろ う。
4・『分野別用語集』をテキス トとして使用 した授業について
日本語の学習コ」スにおいては,語彙学習が単独 になされ ることは少な
く・多くの場合 「発音 ・文字 ・文法(文型)」や 「日本事情」などの学習項
目の中に組み込まれているのが実情であろう。技能別に見ても,読解 ・聴
解 ・口頭表現(会話)・文章表現(作文)の授業の中で語彙力の増強が図 られ
る。そのような状況で,97年度の語彙の授業は,上 緩学習者 を対象に集
中して語彙量 を増やすことを目的に計画された。籾山洋介(1997).が述べ
るように上級における語彙習得の課題は,「未知の語を貧欲に習得 し語彙
量を増やすとともに,初級 ・中級 レベルで既に一応(断片的に)学習 してい
る基本語(基本語彙)を質的に高めるということ」 と言える。語彙量を増や
すことと既習基本語彙の知識 を質的に高めるための指導方法は当然違った
ものになるだろう。籾山(1997)では,後者の場合の指導方法の例が示さ
れているが,小稿での報告の授業は前者 を目的 とするものであった。その
ために 『用語集』 をテキス トとして使用 し,大量の語彙 を提示 し,その中
で麗習語彙 を確認し,い くらかでも,未習の語彙が少な くとも理解語彙 と
して,で きれぱ使用語彙 として定着することを目指 したのである。しか
し,個々の語句について,意 味や使い方 を確実に習得させるためには語彙
の量的な面ばか りではなく,質的な向上を考慮 した指導 も不可欠であろ
う,
倉八順子(1996)では,人 が未知 の語句 に接 した場合 の語句処理に
TOP-DOWN処 理 とBOTTOM-UP処 理の二っがあり,人 は,情
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報 の意味 に注 目して これ らの能動 的処理 を行 うことによって,そ の情報 の
構成要素で ある語句 を確 実に習得する ことが可能 にな ると述べてい る。こ
こで言 うTOP-DOWN処 理 とは,文 脈全体 の理解 によって語句 の意 味
を推 定 す る よ うな語 句 の処理 過 程 の こ と で あ る 。 これ に対 して,
BOTTOM-UP処 理 は,部 分 の情報 を手 が か りに全 体 を推 定す る方法
であ る。そ して,初 級の指導法では,こ の二 つの処理 法 を適切 に用 いるこ
乏 が重要 としている。一方 で中 ・上級 の学習者 においては,豊 富な情報 を
与 え,文 脈 全 体 の理 解 に よって語句 の意 味 を推 定 す る よ うなTOP-
DOWN処 理 に習熟 させ る機会 を付与 す るとともに,そ れ らの語句 を使
用す る作業 を課す こ とによって,語 句 の処理 が深 ま り,語 句 の習得 が高 ま
ると述べ られ てい る。『用語集`は,BOTTOM-UP処 理 の能ヵ を高 め
るために活 用で きる内容 であろう。意 味的あ るいは語構成 的に共通 する語
句 が さま ざまな レベル でグル ーピン グされ提 示 され てい るか らで ある。
中 ・上級 レベル において もひ とつの語句 を手 がか りに,そ の語句 に関連す
る語句 を想起 し,そ れ ら、の連鎖に よって習得語彙 を増 や してい くことも必
要 であろ う・.むしろ・中 ・上級だか らこそその ようなや り方 ボ可能 とも考
え られ る。 もちろん,『用語集 』に不足 してい る 「豊 かな文脈」 を様 々な
副教材の工夫や指導法の工夫 によって補 っていかなければ な らないこ とは
言 うまで もない。
5。 お わ り に
小稿 では,主 に学習者 によるア ンケー ト調 査 の結果 を参考 に して,『分
野別用語集 』 を使 った授業 を検討 した。授業計画 や実際 の指導方法 につい
て も改善すべ き点が明 らかになったよ うな気 がす る。またr用 語集』 の改
善すべ き点 もかな り見えてきたと言 える。今後 の最大 の課題 は,『用語集』
の中の どの語 句 を取 り上 げて,質 的 に高 い情報 を与 えるか とい うことを検
討す るこ とだ ろ う。 また,『用語集 』 を使 った授 業 によって学習者の語彙
力が どの くらい向上 したのか とい う点 につ いては,ア ンケー トの中で,学
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習者自身による評価を書いてもらったが,それは多分に主観的な評価であ
った。客観的に評価するための方法を考えることも残された課題である。
以上に述べたように,小稿は読解力や表現力向上の基礎 となる語彙力の
伸長を目的 として行われた日本語授業の報告であった。しかし,そ もそも
言語能力において読解力 とか表現力と表 される能力 とはどのようなカなの
か。そしてその読解力や表現力を支える要素 としてどのようなものがあり
得るのか。その中で,語彙についての知識や運用力がどの程度の比重 を占
めるのか。本来なら,そ う言った前提 となる議論があって初めて,読 解
力 ・文章表現力向上のための語彙指導について,そ の内容や方法が検討 さ
れるべきなのだろう。小稿においては,そ の点についての考察が不十分だ
ったことは否めない。すべて今後の課題 と言える。
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